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SelectiOn of Variety and Extenslon of Harvesting Time of Melon Crown ullder Vinyl House

HirOyuki KACAYA,YukiO AsARI,」unji FuJIMoTO and Junzo HATAKEYAMA
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の容易な品種の選定と,肥大の優れる品種を用いて秋どり
: は じ め に の収穫期拡大について検討 した。

秋田県におけるハウスなどの施設を利用したメロン栽培

は,1963年 に秋田温室メロン協議会が結成されてから急速         2 試 験 方 法

に伸び,主 として水田地帯に稲作の複合部門として抑制メ  (1)品 種選定試験
ロンの型で導入されてきた。この高品質で商品性の高セⅦ     l)試 験年次及び場所 : 昭和59年 ,60年 当場 330

制メロンの栽培は,夏場に暖地で問題となっている糖度も  イファイロンハウス

良好で,果実品質の良いものが生産されている。また出荷    2)供 試品種 : 南勝アールス他17品種 (表 -1)。

時期の 9～ 10月 は全国的に品薄期で,市場価格も比較的安    3)播 種期 : 表 1に示す。育苗日数 25～ 27日

定 しており,作期が稲作との労力競合も少なく有利な作型    4)栽 植距離及び仕立方法 : 昭和59年 畦幅 220“
,

となっている。播種期は 6月 中旬から末までが本県の適期  株間 45“ . 2条植え。昭和60年 畦幅135m.株 間 35 cn,

とみられ,自南遠などが主体に有底ベットで温室メロンと  1条植え。地床立作り主枝 1本仕立 1果 どり,シルバーマ

して栽培されてきたが,近年つる割れ病に抵抗性をもち,  ルチ栽培,マルチ下チュープ灌水。アプラムンによるウイ

地床栽培ができるアールス系の品種が多数育成されるに及  ルス病防除のため,ハ ウス側窓.出入口を寒冷紗で被覆。

んで 本県の地床栽培は拡大する傾向にある。そこで,地    5)土 壌条件 : 細粒質灰色低地土,作付前pH(島 0)

床栽培でネット発現や糖度が優れ,果形,食味の良い栽培  とEC(1:5)59年 pH6 60,EC 0 21ms,60年 pH 6 34,

表 1 生育及び果実特性
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6)施肥 : 熔燐 10り々 ,堆肥 200た,々

(2)収穫期拡大試験

1)試験年次及び場所 : 昭和60年 ,試験 Iに準ずる。

2)供試品種 : 南勝アールス

3)播種期及び定植期 : 表 2に示す。

4)栽培,土壌及び施肥は試験 1の 60年の項に準ずる。

3 結果及び考察

(1)品種選定試験

供試品種のうち,生育が極めて順調で,う どんこ病,つ

る枯れ病などの病害の発生のなかった品種は,ア ールス東

海R230.3-5ア ールス,真珠100であった。このうち真

珠 100はやや過剰ぎみな生育であった。次いで良いのは,

南勝アールス,ブルーマ ドロスで,キ ャナルは 1条植えで

順調であった。アールス東海 R240,メ ルヘン,ア ールス東

海 pF 80,プ リムも病害の発生がみられず良い生育であっ

表 2 生育,収量及び品質

た。

果実では,ブルーマ ドロスが着果性に優れ,果重も1700

～1800″ で揃いが良く,ネ ット,糖度 .食味など極めて優

れた品種であった。アールス東海 R230も プルーマ ドロス

より果重がやや大きいが,品質,食味はほぼ同等であった。

また南勝アールスは果重が2000′ と大きいが,果の揃い
,

ネット.食味ともに優れた。このはか。ネットの良いのは,

キャナル,7-ルス東海 R240,メ ルヘン,ア ールス東海

pF 80で ,食味の良いのはキャナル,プ リムであった。

以上のことを総合すると,ブルーマ ドロス,ア ールス東

海 R230,キャナル,南勝アールスが地床栽培の品種として

有望とみられた 〈表 1)。

(2)収穫期拡大試験

本県の抑制メロンの播種期は 6月 いっぱいが適期とされ

ている0' これを 7月 2日 播種, 7月 30日定植について ,

生育,果実肥大の良い南勝アールスで検討 した。表 2に示

すように 7月 2日播種は生育量は小さいものの,着果が良

熟日数では 6月 22日播種が55日 (積算温度 1185℃ )に対し,

7月 2日播種は6,日 (積算温度 1191C)と 長かった。したが

って播種から収穫までの期間は 6月 22日 , 6月 27日播種で

107～ 10'日 に対 し,7月 2日 播種が 122日 と長く要するの

で,後期の草勢の維持ができる品種を選定することで, 7

月 2日 播種の11月 初め収穫の収穫期拡大が可能と考えられ

た く表 3)。

4要

品種選定については 6月 下旬播種.10月 上旬収穫のハ

ウス地床栽培で,ブルーマ ドロス,7-ルス東海 R230,

キャナル,南勝アールスが病害発生少なく,着果も安定し,

果実の揃い,ネ ット発現.糖度,食味が優れ有望であった。

作期の拡大については,生育 ,果実肥大の優れる南勝アー

ルスの地床栽培で,生育,収量 ,品質上問題とされていた

7月 に至っての播種でも,H月 初めに良品の収穫が可能で

あった。

表 3 気温経過 〈昭60年 ,外気温 )

く,果重が 1500～ 1600′ と適度で揃いも良く,ネ ット,糖
度とも優れ,品質の良いものが収穫された。生育経過をみ

ると,定植から開花までの日数は,3播種期とも52～ 53日

で同 じであったが,6月 播種とくらべ 7月 播種は開花まで

の日照時間が多く,着果の安定に影響 したとみられた。成

釣
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